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■ 学歴・取得学位 

1996(平成 8)年 3月 
西南学院大学法学部国際関係法学科卒業 

法学学士 

1999(平成 11)年 2月 
釜山大学校大学院法学科修士課程修了 

 修士(法学) 

2001(平成 13)年 2月 
釜山大学校大学院法学科博士後期課程 

単位取得満期退学 

2010(平成 22)年 3月 
九州大学大学院法学府政治学専攻 

 単位取得満期退学 

 

■ 主な職歴 

2001(平成 13)年 3月 霊山大学校国際学部 専任講師 

2010(平成 22)年 4月 九州大学法学研究院 助教 

2013(平成 25)年 1月 九州大学韓国研究センター 助教 

 

教 育 活 動 

 

■ 主な担当授業科目 

○ 学 部：国際法、人権論、外国法、憲法、入門セミナー、専門演習 A 

○ 大学院：憲法特殊研究Ⅱ 

 

■ 教育上の特記事項 

○ 教科書・教材：安藤高行編（共著）、『新・エッセンス憲法』法律文化社、2017 

○ 教育活動：特になし 

○ 免許・資格：特になし 

 

研 究 活 動 

 

■ 研究分野 

研究分野 国際人権法、韓国政治 

主な研究テーマ 韓国民主化における移行期正義と司法 

キーワード 人権、韓国民主化、移行期正義、 

 

 

■ 主な著書・論文等 



 

著書 

○安藤高行編（共著）、『新・エッセンス憲法』法律文化社、2017（「第 1部基本

的人権第 1章人権の保障をめぐる基本問題」担当、PP15-30） 

○松原孝俊編（共著）、『九州大学発韓国学の展望－東アジア共通課題解決にチ

ャレンジする－』花書院、2013（木村貴「韓国民主化のなかの司法府－『権力

の侍女』から『人権の守護者』へ－」PP33-45） 

 

論文 

○ 「韓国 1987年『民主化』の一局面‐チェ・ジョンギル事件を中心に‐」（単

著）『九大法学』第 99号（九大法学会）、2009年、PP57-99（査読なし） 

○ 「韓国『民主化』における政治的弾圧事件被害者の尊厳回復の政治‐『疑問

死第一号』チェ・ジョンギル事件を中心に」（単著）『東アジア研究』第 11

号（東アジア学会）、2010年、PP34-63（査読なし） 

○ 「韓国「民主化」のなかの在日韓国人－南でつくられた北のスパイたち－」

（単著）東アジア学会政治部会編『北東アジアにおける平和と共生』2012年、

PP97-147（査読なし） 

○ “Seeking Transitional Justice in South Korea : Study on Zainichi 
Koreans accused of espionage”（単著）『韓国研究センター年報』Vol.12、

2012年、PP43-49（査読なし） 

○ 「国境を越えた韓国『民主化』－『自由』と『参加』を求めて」（単著）『東

アジア研究』13・14合併号（東アジア学会）、2013年、PP31-47（査読あり） 

○ 「３つの『過去』を抱える韓国－植民地支配、ベトナム戦争、軍事政権－」

（単著）『アジア共生学会年報』No.10（アジア共生学会）、2013年、PP62-72

（査読なし） 

○ 「韓国移行期正義における司法の機能－大法院長交代の影響を中心に－」

（単著）『東アジア研究』第 15号（東アジア学会）、2014年、PP49-66（査読

あり） 

学会発表 

○ 「『司法正義の回復』と韓国『民主化』」（単独：日本語・韓国語）、2009年度

東アジア学会・韓国ビジョンと連帯 21合同研究会、於：西南学院大学 

○ “Seeking Transitional Justice in South Korea : with a focus on Zainichi 
Koreans accused of spying”（単独：英語）、XIth BRIT conference session 

44、2011年、於：Grenoble, France 

○ 「誰が保護をするのか－『北のスパイ』とされた在日韓国人たち－」（単独）、

日本平和学会第 7 回全国キャラバン「北東アジアにおける平和の再定義」、

2013年、於：北九州市立大学 

○ 「３つの『過去』を抱える韓国－植民地支配、ベトナム戦争、軍事政権－」

（単独）、アジア共生学会全国研究報告会、2013年、於：九州国際大学 

その他 

○ 「韓国「民主化」のなかの在日韓国人」（単著）、岩波書店『世界』2012 年

10月号、PP285-292 

 

 

■ 大学就任以前の主な業務上の実績 



 

 特になし 

 

■ 主な所属学会 

現代韓国朝鮮学会、東アジア学会、九州国際法学会 

 

■ 受賞等 

2013年 
東アジア学会「徳島千穎会長『東北アジア国際協力賞』

受賞記念懸賞論文」奨励賞 

 

■ 研究助成金による研究 

特になし 

 

社会における活動等 

 

北九州穴生学舎年長者大学生涯学習講座（2011年 7月） 

九州国際大学地域連携センター市民講座（2016年 2月） 

福岡市東市民センター運営審議会委員（2016年 7月～2017年 6月） 

 

大学運営活動等 

 

入試・広報部長（2017年 4月〜2018年 3月） 

法学部長（2018年 4月〜現在に至る） 

 


